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■ 2013 年度の活動実績
１、ビレジサポート（平成24年11月に任意団体で発足）は、 平成25年
　10月にNPO（特定非営利活動法人）としての認定を受けました。

２、年度末の会員数は、１７７名となりました。
３、平成２５年度の活動状況 
　（１） 助け合い活動は、４サービスの展開 でスタートしましたが、
　　よろず相談受付のスタンスに変更下結果、多様なリクエストが
　　出現しています。実施件数１２０件、協力者延人数１９２人、
　　事業収入２４９千円の実績となりました。又、協力者懇談会の
　　定期的な開催も継続しています。 
　（２） 環境保全活動（剪定サービス）は、庭木の剪定を中心に展開、
　　最近は自治会館周辺、周辺地域からも依頼が来ています。実績は
　　実施件数４６件、協力者延人数２３５人、事業収入９９８千円
　　となりました。又、 利用者への満足度調査も実施いたしました。 
　（３） 受託事業は、歩行速度測定、遊歩道管理、 買物困難調査検討
　　の３事業を受託、多くの協力者を得て実施されています。
　（４） 世代間交流を目指し、６月 にふれあいイベント、１２月 には
　　柏ビレジファミリークリスマスを開催いたしました。 
　（５） 毎月の広報紙の発行に加え、会員ニュースの発行開始 、 及び
　　ホームページ開設により、積極的な広報を展開しています。

「会員総会」特集
　  「梅雨明け」のニュースも
流れ、夏本番が近づいて参り
ました。会員の皆様におかれ
ましては、如何お過ごしで
しょうか。
　さて、５月１９日には会員
総会が開催され、昨年度実績
と、今年度の活動方針の報告
が行われました。本号では、
総会報告の骨子をお届けする
ことといたしました。ビレジ
サポートへのご理解を深めて
いただければ幸いです。

助け合い活動部には、最近
こんなご依頼もあります。

・仏事相談
・親の介護で家を空けている
　間の庭木の水遣り
・ゴミ当番でネット運搬中に
　転びそうになり、ゴミ当番
　を依頼
・急な海外赴任で、草取りや
　ポストチェックを依頼

ご相談ください！！

どんなことでもご相談下さい。
誠意をもって対応いたします。

■ 2013 年度  活動計算書（2013.10.25 ～ 2014.3.31）

任意団体およびＮＰＯ法人ＶＳの
１年間の活動状況は、助け合い活動、
及び剪定サービス共に平成２５年度
の当初想定を大幅に上回り、収支も
活動参加の方々のボランティア的な
費用対応のお陰で、各々赤字になる
ことなく活動を推進することが出来
ました。
受託事業は東京大学（こぷらった）
からの利益率の高い受託事業の紹介
により、好調な結果となりました。
支出面は、東京大学（こぷらった）
からの事務用品、消耗品等の支援、
また、F会員のご好意により事務所
経費負担が無かったことで好結果に
なりました。
事務所開設を前提とした収支状況を
検討しますと、年間約６０万円弱の
不足が生じます。この為、３年程度
の余力資金を積み立てた上で具体化
を図りたく、特定資産として事務所
開設積立を今期正味財産増額から
充当しています。

単位：千円



会員ニュース第６号（ 「会員総会」特集 ）■ ２０１４年度の活動方針
１、基本方針
　（１）助け合い活動を地道に積み上げ、ビレジサポートの活動に
　　　ついての住民理解を深める。
　（２）会員相互の交流、親睦を図り、参加意識の向上を図る。
　（３）会の安定化、継続化の基礎作りのため受託事業を発掘する。

２、具体的な施策
　（１）助け合い活動部は、利用件数及び収益増加を目指し、広報
　　　等による事例紹介の強化、口コミでのPR、新規ニーズ発掘
　　　に努める。又、きめ細かなサービスの実現のため、利用者、
　　　協力者、及び運営スタッフの意思疎通の円滑化を目指す。
　（２） 剪定サービス部は、事業拡大のため、リピーター顧客対応
　　　と新規顧客の開拓に注力する。安定した事業の継続のため、
　　　メンバー増強を図ると共に、剪定技術の向上を図り、作業
　　　効率向上を促進し、選定事業の体制確率を目指す。
　（３）事業・開発部は、遊歩道管理、緑道管理、及び「街の健康
　　　ステーション」管理の既受注案件の確実な履行を行うと共に、
　　　新規受託事業の開拓のため、大槌町の地域特産品の販売の
　　　実証実験、空き店舗を活用した新たな事業の模索、キャン
　　　パスエリアのコミュニティ活動進展を意識しての東京大学、
　　　三井不動産との連携強化等を積極的に進める。
　（４）広報部は、広報紙・会員ニュースの発行、地域イベントの
　　　継続的開催、HP活用などで、住民向け情報発信に注力する。
　（５）総務・経理部は、会員相互のコミュニケーションの向上、
　　　ビレジサポートの安定的運営のための施策、手続きを担う。
　　　　

■ ２０１４年度予算

■２０１４年度新体制 （  理事長：濱崎  達彦　　副理事長：林  忠男  ）
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